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    学位論文題名

Niche diffrenCeSinSyntopiCpopulationSOftWOSimilar

    SiZedSCOpSOWlSpeCleS（〇た岱ぞた髻ロ刀Sand

〇た岱S¢ケ咒Zめヶ篭彫¢み：f・aCtorSfaCilitatingtheirCOeXiStenCe．

    （ 体 サ イ ズ の 類 似 し た コ ノ ハ ズ ク 属 2種

（〇tus elegans, Otus semitorques)の同所個体群における

ニッチの違い：共存を可能にしている要因に注目して）

学位論文内容の要旨

  同所｜的に生息する和の共存を説り］する仮説として、主要なニッチ軸である、餌、空川、ll_!i[i:ri]の分割により櫛

の共存が実現されるとしゝうニッチ分。f愉劬沌要祝されてきた。近縁の種同士は要求するttibJミカ蹼顕似するため、

近縁 で は な い 種同 士 の 糾 み 合わ せ に 比 べ 、iい 41d互排 除 を 示す と考え られる 。また 、同 所的に 生息す る種に お

いて体 サイズ の迎い によっ て利 J制す る資 源がヨ 6な ること を示す ョj例があ ること から 、体サ イズの 迎う穂 同士は

同所的 に共存 しやす いと考 えら れてい る。これらの1・・J助ゝら、近縁で磐似したサイズの樋同士は同所的に共存し

にく い こ と が 考え ら れ る 。 フク ロ ウ 類 に おい て も l司 所I的 に生 息す る種は 、ほと んどの 場合 、興な った属 の種

の荊1み合わせであるか、同じ亅風でも体サイズが大き・く興なっている。しかし、p I｜細Ar.l,lj北部の森林には饗聽似し

た 体 サ イ ズ を 持 つ コ ノ ハ ズ ク 屈 の フ ク ロ ウ 2樋 ： オ オ コ ノ ハ ズ ク Otus semめ ｜ ず 珊 鮒 氓 24cm， 体 重 150

g） ， リ ュ ウ キ ュ ウ コ ノ ハ ズ ク 〇 快 旧 む 鬱 卿 s鯏 く 長 21cm， 体 重 120g） が I司 じ 森林 内 に 生 息 して お り 、 一

般的 な 説 明 に あて は ま ら な bゝ 例 外 的 な q嚠 と い え る 。本 来 、共 存す ること が雛し いと考 えら れる同 屈の類 似し

たサ イ ズ の 種 同士 は ど の よ うに 共 存 し て いる の だ ろ う か ？そ の共存 のメ カニズ ムを調 べるこ とはこ れま で認識

されてこなかった新しい資源分割様式を発見できる可fj旨肚三カミあり、穐の共存に｜期する珂蜘￥を深めることに爾献

でき る と 考 え られ る 。 本 論 文で は こ れ らのフ クロウ 2穂 の主要 な資源 の利 用バタ ーンと 繁舛d生態 を比l陵し 、ど

のよう に資源 を分割 して、 共存 してい るのか を明ら かに するこ とを目 的とし 、和I喇嚠 く島北 部の 森林で ，2004年

から2008年までの5年間、野外訓査等を行った。

  第 1章 で は 本 論 文 で 扱 う 研 究 a髄 の 背 景 と な る 先行 研 究 を 綛 軅的 に 検 討 し た。 同 所 的 に 生 息す る フ ク ロ ウ

類に お い て 、 資源 分 割 の バ ター ン に 関 し て整 理 す る と と もに 、どの よう な体サ イズ、 屈の種 同士が 共存 してい

る の か を ま と め 、 本 匆 侈 舎 で 扱 う 2種 カ ぷ そ の 中 で ど の よ う な 位 i澄 づ け に あ る か を 検 討 し た 。

  第 2章 では こ れら 2種 の繁殖 生態 を記・ 11或、比 較し 、オオ コノハ ズクの 営巣 時期（ 3月 後半か ら6月前半 ）がり

ユウキ ュウコ ノハズ クの営 巣lI寺 卿］（ 4月 後半か ら7月前半 ）より 約1カ月早 いこ と、オ オコノ ハズク の巣に比ペ

リュ ウ キ ュ ウ コノ ハズク の巣の 方がへ ピによ る捕 食にあ う割合 カ靖意 に高 レゝ事 を示し た。ま た、ヘ ピに よる捕

食の遭 しゝや すさの 種間差は、営巣II寺期の違いによって以下のように説明ができた。営荊I寺期の早‾ゝオオコノハ
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ズクはへピの活動カ活発にぬる1暖かい時期になる前に芻mが巣立つために捕食に辿いにくい。一方、リュウキュ

ウコノハズクの営巣時期はへピの活動が活発になる時期を含み、その結果、ヘピの捕食に遭いやすくなってい

る。リュウキュウコノハズクに比ベオオコノハfズクは産卵数カ轗に少なく、捕食による繁殖成功の減少をで

きるだけ少なくするために、早期の繁殖を選択したと考えられる。

  第3iではこれら2種の食陸を記載、比較することで、どのように餌資源を分割し共存しているかを検討し

た。その続聚、ルュウキュウコノハズクでは餌のほとんどが直翅目の昆虫で占められていた。それに対しオオ

コノハズクでは多くの分txarrの動物を餌として利用していた。利用する餌動物には種問で重後が見られたもの

の、餌動物を森林内の利用階層（飛珊阯、樹上陸、地上幽と体サイズによってカテゴリー分けし、その利用

バターンを種問で比il変すると、リュウキュウコノハズクは樹上´I生の小さなサイズの餌動物を主に利用し、オオ

コノハズクは地上陸、樹上陸の觚動物を共に利用し、その大きさも多様であった。

  第4章では2種の営巣樹洞選択の遮いについて検討した。自然下での2種の営巣樹洞の特徴を融1礎するととも

に、巣：縮を用いた皿砂特琶験でそれ．ぞmのフクロウカ部蜘司の大きさ、高さにどのような選好阯を持っているかを

比較した。その結果、オオコノハズクは自然下では大きな樹洞のみを利J羽した、また巣締実験下でも大きな巣

締のみを利用し、大きな巣締に対して強い選lt1生を示した。一方リュウキュウコノハズクは自然下でt剖ヽさな

樹洞（主にノグチゲラの古烱を利′｜iしたカt巣縮実験下では、大/J ¥1ヰ方の巣締を利用し、その越予I生に迎い

は見られなかった。高さに関しては自然下では2&J1の利丿・ljした樹洞の高さに有意な差が見られなかった。実験

下では両蠹哄にif:jliゝ 巣締を選好し、低bゝ 巣締を忌避した。しかし、リュウキュウコノハズクの方がオオコノハ

ズク比ペ、高い巣締に対してより強い選好阯を示した。これらのq幼ゝら、，自然下においてはオオコノハズクが

大きな樹洞を占有してしまうため、リュウキュウコノハズクの大きな樹洞の利用は制限され、結架としてルュ

ウキュウコノハズクはオオコノハズクの利用できない小さな樹洞を営巣場所として利用していると考えられた。

  5章では各章で得られた主要な資源の利用バターンの述いが、それぞわ他の資瀦fの利用パターンに対してど

のようにj形響しているのかを考察した。また、そ捫そ潮の種の繁ダ｜dの失敗（ヘピによる捕食）が資源の利用バ

ターンにどのように影嚮しているかも台nrて・検討した。

  種「川の営巣‖寺亅引の違いについてはへピによる捕食圧の季節変化と觚資泓1の利用バターンの迎いによって以下

のように説明ができた。ジェネラリスト的な触利用をするオオコノハズクでは、特定の餌動物の発生搬に左右

されうIヘピによるぁ｜准旺の低い早い‖割切に繁殖を1】H始してしゝると考えられ、スベシャリスト的な餌利用をす

るりュウキュウコノハズクの繁ゴdl】H始時期は主要な餌餅吻である1血迎日の利用可f斟仕に制限されるため、あ｜j食

に逃いづらい早い‖寺刈に営巣のI）H始ができないことが示唆された。

  営巣位嗣の選択においては、営巣ljH始‖寺j伽の迎いが、自然下での両種の営巣椡洞の利用バターンに関わって

いるヨIカ嵩管えられた。営巣HH始の早いオオコノハズクの方カミ後から営巣を開み台するりュウキュウコノハズクよ

り、自分の好みの樹洞を有利に選ぶqiができ、それに対し後から営巣をIjH始するりュウキュウコノハズクは、

オオコノハズクカ洗に大きな黼司を窮J用してしまうため、大きい樹洞の利用に制限を受ける。その結果、野外

においてりュウキュウコノハズクはオオコノハズクの利用できなしゝ小さな樹洞（ノグチゲラの古巣）を利用し

ている事カ嵩与えられる。このようにこれら2種の営巣樹洞の利用パターンは、直接的な競争の結果ではなく、

繁殖時期の違レゝを介した消費型の競争の結果であると考えられた。営巣樹洞の高さの選好陸の違いに関しては、

地上からの打H食者（ヘピ）を避けるために2種ともに高い営巣樹洞を好むが、捕食に辿いやすい時期に繁殖を

するりュウキュウコノハズクがより高い位置にある樹洞に対しより強い選好陸を持っているのではなしゝかと考

えられた。
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  以上のように本論文は同所的に生息する、類似した体サイズのコノハズク属のフクロウ2種の主要強資源の

利用バターンを記載、比較し、その共存のヌカニズムを明らかにした。
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学位論文審査の要旨

    学位論文題名

Niche differenCeSlnSyntopiCpopulationSOftWOSimilar

    SiZedSCOpSOWlSpeCleS（ 〇 た 岱 ¢ た 冨 ロ 銘 Sand

〇矛銘SS¢刀を；めダgZZeみ：faCtorSfaCilitatingtheirCOeXlStenCe．

    （体サイズの類似したコノハズク属2種

    （〇f錨s¢Z銛面銘S〇f彫ss8絖ZめW甜館）の同所個体群における

    ニッチの違い：共存を可能にしている要因に注目して）

群集生態学において，主要なニッチ軸（餌，空I瑚，時間）の分割により種の共存が実現され
るというニッチ分割説が重要祝されてきた．近縁種同士は要求する資源が類似するため，ホI三l
互排除を示すと考えられる．また，体サイズよって利用する資源が避うことを示すヨi例が多
いことから，近縁で類似したサイズの種同士は同所的に共存しにくいと考えられる，フク口
ウ類においても同所的に生息する種は，ほとんどの場合，興なった属の種の糸I三Lみ合わせで
あるか，同じ属でも体サイズが犬きく異なっている．しかし，沖縄本島北部には類似した体
サイズを持つコノハズク属のフク口ウ2種：オオコノハズクOtus sem々 班・gz嬲（体長24c
m，体重150g），リュウキュウコノハズク仇z西畆轡瓣（体長21cm，体重120g）が
同じ森林内に生息しており，例外的な事例といえる，申請者は，本論文で，これらのフクロ
ウ2穏がどのように共存しているのかを明らかにするために，野外調査をもとに主要な資源
の利用バターンと繁殖生態の解明に取り組んだ，

野外調査は，2004年から2008年までの5年間，沖縄本島北部の森林で行われた．この調査に
基づき申請者は，オオコノハズクの営巣‖寺期（3月後半から6月前半）がりュウキュウコノハ
ズクの営巣‖寺期（4月後半から7月前半）より約1カ月早いこと，オオコノハズクに比ベリュ
ウキュウコノハズクの巣の方がへピによる捕食にあう割合が有意に高いことを示した．また，
これは，営剿J寺期の早いオオコノハズクはヘピの活動が活発になる暖かい季節になる前に雛
が巣立たせるのに対して，リュウキュウコノハズクの営巣期間はへピの活動が活発になる時
期を含み，ヘピの捕食にあいやすくなっているからだと説明された．オオコノハズクの産卵
数はりュウキュウコノハズクに比べて有意に少なかったが，捕食にあいにくかったために，
巣立ち雛数は両種でほぼ同じであることが示された．これらの繁殖生態に関する報告は，両
種が同所的に生息する環境での初めてのものである．
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申請者はまたこれら2種の食陸を記載，比較することでどのように餌資源を分割しているか

を検討した，その結果，リュウキュウコノハズクの餌はほとんどカ遁翅目昆虫であったのに

対し，オオコノハズクのそれは多くの分類群の動物を含んでいたこと，利用する餌動物には
種llで重複が見られたものの，リュウキュウコノハズクi謝封．上陸の小さな餌動物を主に利用

し，オオコノハズクは地上性、樹上I生の餌動物を両方とも利用し，餌動物の大きさも多様で

あったことを明らかにした．申請者は営巣樹洞選択の違いについても野外観察と野外実験
(300WIの巣箱を使った選tR'I生に関する実験）を行った．オオコノハズクは自然下では大き

な樹洞のみを利用し，巣箱に対しても大きなサイズに強い選好I生を示した．・リュウキュウコ

ノハズクは自然下では小さな樹洞（主にノグチゲラの古巣）を利用したが，巣箱実験では，
大小両方の巣箱を利用し，選好性は見られなかった．巣の高さに関しては，両種共に高い巣

箱を選好し，低い巣箱を忌避したが，リュウキュウコノハズクの方がオオコノハズクよりも

高い巣箱に対してより強い選l 4ltを示した．

これらの結果を総合し，申請者は，オオニユノハズクは特定の餌動物に依存しないので，ヘピ

による如Ij食圧の低い早い季節に繁殖をU‖始でき，スペシャリスト『｜′、Jな餌利用をするりュウキ
ユウコノハズクは直翅日が発生する季節に繁殖I卯が制限されるため，抽食を避けることがで

きないと考察し，オオコノハズクは先に大きな樹洞を利用することができ，リュウキュウコ
ノハズクは残された小さな樹洞を利用せざるを得ないので，営巣樹洞の利用バ夕‐ンは消費
型競争として説明できるとした．営巣樹洞の高さにI奘Jしては，捕食にあいやすいli:UJclに繁殖

するりュウキュウコノハズクが高い位織にある樹洞をより強い選好すると説明した，以上の
ように，1こl三｜請者は，同所的に生息するコノハズク属のフク口ウ2穏の繁殖生態を詳糸iillこ調査，

分析することによって資源分割機枇を明らかにした．猛禽類は個体数が少なく夜行性である
ために野外調査が燃しく，秒E究例は少ない．中請者は精力的な野外調査によってこれを克服
し，鳥類の繁殖生態，群集生態学に貴重な知見を加えることができたとi,jl'4illiできる．

審査委員一同は，これらの成果を高く評価し，また研究者として誠実かつ熱心であり，大学

院博士課程における研鑚や修得単位などもあわせ，申請者が博士（榮墳斧ぼpの学位を受け

るのに充分な資格を有するものと判定した，


